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立川市体育施設の現状と課題について（中間報告） 

 

Ⅰ．はじめに 

 

１．「立川市体育施設のあり方（仮称）」検討の背景と目的 

 本市では、市民の体育、スポーツ及びレクリエーションその他社会体育等の普及振興を図り、も

って市民の健康の増進に寄与するため、泉・柴崎市民体育館、練成館、各屋外体育施設といった体

育施設を整備してきました。これらは、市民体育大会をはじめ各種大会の会場になるとともに、市

民が日常的にスポーツを楽しめる場として、重要な役割を果たしてきました。 

 一方、今後ますます進む施設老朽化や人口減少、厳しさの続く財政状況等を踏まえ、市では、「公

共施設再編計画」（平成 28 年度）、「公共施設再編個別計画」（平成 30年度）を策定し、市全体の公

共施設の整備の方向性を示しています。この中では、泉・柴崎市民体育館及び練成館の屋内体育施

設も検討の対象となっていますが、屋外体育施設については対象外となっており、屋内・屋外全体

を考慮した今後の体育施設の整備のあり方を示すことが必要となっています。 

 こうしたことから、「立川市体育施設のあり方（仮称）」を策定することとします。 

 

２．第４次長期総合計画 後期基本計画や第２次スポーツ推進計画における位置づけ 

本市では、第４次長期総合計画(平成 27年度～令和６年度)における市の将来像「にぎわいとやす

らぎの交流都市 立川」の実現のため、「前期基本計画」（平成 27年度～31（令和元）年度）及び「後

期基本計画」（令和２年度～６年度）が定められ、スポーツ分野の個別計画として、「第２次スポー

ツ推進計画」（令和２年度～６年度）に取り組んでいるところです。 

第２次スポーツ推進計画では、国の「第２期スポーツ基本計画」（平成 29 年４月）及び東京都の

「スポーツ推進総合計画」(平成 30 年３月)を踏まえ、スポーツ実施率 70％を取組目標としていま

す。 

また、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とするスポーツ熱の高まりと実

現、超高齢社会を見すえた健康寿命の延伸と生涯スポーツの推進などから、「スポーツ環境の充実」

を計画の基本方針の１つに掲げており、その具体的な取組みの１つとして、「屋外体育施設のあり方」

を検討することとしています。これに、市民体育館や練成館、民間スポーツ施設等も加え、市内の

体育施設全体を視野に入れて、今後の施設整備の方向性を示すこととしています。 
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Ⅱ．体育施設の配置状況について 

 

１．公共体育施設（市民体育館・屋外体育施設・練成館） 

 公共体育施設としては、市民の体育、スポーツ、レクリエーションその他社会体育の普及振興を

図り、もって健康で文化的な生活の向上に寄与するため、「立川市市民体育館条例」、「立川市運動場

条例」及び「立川市練成館条例」に基づき、市内に市民体育館２館、武道場１館、その他屋外体育

施設 23箇所を設置しています。いずれも、開設からの年数が経っており、近年老朽化への対応が大

きな課題となっています。 

 また、総務省自治大学校の庭球場及び多目的運動広場についても、年間一定の利用枠を借り受け、

「立川市運動場条例」に位置付けて、市民及び市内スポーツ団体の利用に供しています。 

 

■公共体育施設一覧 

 

区分 施設名 施設概要 開設年月

市民体育館 泉市民体育館 体育室2室、プール、トレーニング室等 昭和55年 3月

柴崎市民体育館 体育室2室、プール2、トレーニング室等 平成  5年 2月

陸上競技場 立川公園陸上競技場 4種公認　400mトラック他 昭和34年10月

野球場 立川公園野球場 野球場1面 （ナイター設備） 昭和29年 4月

見影橋公園野球場
（陸上競技場兼用）

野球場1面、200mトラック （ナイター設備） 昭和43年 6月

多摩川緑地野球場 野球場3面 昭和48年 4月

立川公園新堤防運動広場 少年野球場兼少年サッカー場1面 平成  9年 6月

中里野球場 野球場2面 昭和54年 4月

泉町野球場 少年野球場1面 （ナイター設備） 昭和61年 4月

一番町少年野球場 少年野球場1面 昭和62年 8月

砂川中央地区北野球場 野球場1面 平成  9年11月

砂川中央地区東野球場 野球場2面 平成11年 4月

庭球場 西砂庭球場 クレー2面 昭和55年 4月

泉町庭球場 砂入人工芝4面 （ナイター設備） 昭和63年 7月

砂川中央地区庭球場 クレー4面 平成10年11月

錦町庭球場
（フットサル場兼用）

砂入人工芝4面 （フットサル場2面）
（ナイター設備）

平成18年 4月

自治大学校庭球場 砂入人工芝4面 -

多目的運動広場 中里多目的運動広場 サッカー等 平成  5年10月

砂川中央地区多目的運動広場 少年野球、ゲートボール、グランドゴルフ等 平成10年11月

砂川中央地区北多目的運動広場 サッカー、ゲートボール、グランドゴルフ等 平成  9年11月

自治大学校多目的運動広場 サッカー等 -

ゲートボール場 泉町ゲートボール場 クレー2面 昭和63年 7月

砂川中央地区ゲートボール場 人工芝1面、クレー1面 平成10年11月

砂川中央地区東ゲートボール場 クレー2面 平成11年 4月

武道場 練成館 剣道場2、柔道場、弓道場、相撲場 昭和39年 4月

その他 たちかわ中央公園スケートパーク スケートボード、インラインスケート、ＢＭＸ 平成21年 3月
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２．学校施設（スポーツ団体利用・遊び場開放） 

 学校教育法及び社会教育法の規定に基づき社会教育その他公共のために、使用申請を行い、許可

が得られた場合には、市立学校の施設を使用することが可能となっています。 

 

■平成 31（令和元）年度開放状況 

 

 

 

３．その他のスポーツ施設 

 市内には公共体育施設以外にも、民間事業者の経営による各種のスポーツ施設が所在し、市民が

利用できます。そのうち主なものは、下表のとおりです。このほかにも、多数のフィットネスジム

等が市内に所在しています。 

 

■市内の主な民間スポーツ施設 

 

  

区分
校庭施設
（校庭）

屋内体育施設
（体育館）

小学校 18校 18校

中学校 9校 9校

施設種別 所在地 概要等

アリーナ 泉町 バスケットボール、バレーボール、バドミントン、卓球等

プール 高松町 25mプール

庭球場 泉町
アウトドアコート（ハード10面、砂入人工芝3面）
インドアコート（ハード4面）

庭球場 幸町 砂入人工芝2面、クレー4面

庭球場 若葉町 クレー4面、砂入人工芝4面

フットサル場 泉町 人工芝3面

スポーツクラブ 曙町 トレーニングジム、スタジオ、プール等

スポーツクラブ 柴崎町 トレーニングジム、スタジオ、プール等
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■市内体育施設の配置状況 

 

 

 

■町別公共体育施設配置数（箇所） 

 

陸上競技場 野球場 庭球場
多目的

運動広場
ゲート

ボール場

富士見町 0

柴崎町 1 1 1 3

錦町 1 2 1 4

羽衣町 0

曙町 0

高松町 0

砂川町 3 1 2 2 8

緑町 1 1 2

栄町 0

若葉町 0

幸町 0

柏町 0

泉町 1 1 1 1 4

上砂町 0

一番町 1 1

西砂町 1 1 1 3

合計 2 1 1 9 5 4 3 25

区分 市民体育館 武道場
屋外体育施設

合計
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４．近隣他市の公共体育施設の配置状況 

 主な近隣市の体育施設の配置状況は下表のとおりです。人口に対する設置数で比較すると、市民

体育館については、同規模の自治体で総合体育館を２館持つ例は、半数を超えている状況となって

います。屋外体育施設については、本市は野球場、庭球場は多く、多目的運動場（サッカー場）は

やや少ない状況となっています。武道場については、比較的本市は多い状況となっています。 

 

■多摩地域類似団体の総合体育館設置数 

 

※ 900 ㎡以上のメインアリーナがあり、その他にプール、トレーニング室、武道場等の機能を複合的に有

する施設を総合体育館としてカウント 

 

 

■多摩地域類似団体の屋外体育施設設置数 

 

 

 

立川市 府中市 町田市 小平市 日野市 東村山市 西東京市

184,577 260,255 429,152 195,543 187,027 148,576 206,047

2 1 2 1 2 1 2

1.1 0.4 0.5 0.5 1.1 0.7 1.0
人口10万人
当たり施設数

総合体育館

人口（人）
令和3年1月1日現在

9 (14) 7 (21) 6 (6) 0 (0) 5 (6) 3 (3) 2 (2)

4 (14) 15 (36) 7 (28) 4 (12) 4 (13) 2 (10) 4 (11)

3 (3) 8 (13) 7 (7) 5 (5) 4 (5) 0 (0) 5 (5)

16 (31) 30 (70) 20 (41) 9 (17) 13 (24) 5 (13) 11 (18)

4.9 (7.6) 2.7 (8.1) 1.4 (1.4) 0.0 (0.0) 2.7 (3.2) 2.0 (2.0) 1.0 (1.0)

2.2 (7.6) 5.8 (13.8) 1.6 (6.5) 2.0 (6.1) 2.1 (7.0) 1.3 (6.7) 1.9 (5.3)

1.6 (1.6) 3.1 (5.0) 1.6 (1.6) 2.6 (2.6) 2.1 (2.7) 0.0 (0.0) 2.4 (2.4)

8.7 (16.8) 11.5 (26.9) 4.7 (9.6) 4.6 (8.7) 7.0 (12.8) 3.4 (8.7) 5.3 (8.7)

西東京市

206,047

0

小平市

195,543

1

日野市

187,027

1

小計

野球場

町田市

429,152

1

第4種 第3種

小計

府中市

260,255

1

施設数（面数）

野球場

多目的運動広場

庭球場

1

第4種

庭球場

多目的運動広場

人口10万人当たり施設数（面数）　※日常生活圏域利用施設

東村山市

148,576

1

人口（人）
令和3年1月1日現在

陸上競技場

立川市

184,577
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■多摩地域類似団体の武道場設置数 

 

 

  

柔道場 剣道場 武道場 (※) 相撲場 弓道場 合計

八王子市 1 1 2

立川市 1 2 2 1 6

府中市 2 1 1 4

町田市 1 1 1 3

小平市 3 2 5

日野市 2 1 1 4

東村山市 1 1 1 3

西東京市 1 1 1 3

※ 柔道・剣道・空手・合気道等、多目的に武道を行う施設
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Ⅲ．公共体育施設の利用状況と管理運営について 

 

１．利用者数の推移 

（１）市民体育館 

 市民体育館の利用者数は、平成 22 年度に柴崎市民体育館、平成 26年度に泉市民体育館に指定管

理者制度を導入し、大幅な利用者増となった後、近年は高い水準を維持しながら推移しています。 

 特に、より規模の大きい泉市民体育館は大会利用が多く、多摩地域や都全域を対象とした事業で

も多く利用される、地域スポーツの広域的な拠点施設となっています。 

 一方、柴崎市民体育館は、地域の団体や教室での利用が多く、より身近なスポーツの実施の場と

して親しまれているという特長があります。 

 

■泉市民体育館の利用者数 

 

 

 

（単位：人）

H27 H28 H29 H30 H31 合計

第１体育室 141,871 157,410 165,878 157,144 145,070 767,373

個人 15,654 16,389 16,020 16,254 12,219 76,536

団体 126,217 141,021 149,858 140,890 132,851 690,837

教室 - - - - - 0

第２体育室 51,025 59,205 58,714 56,843 43,086 268,873

個人 5,974 6,241 6,062 5,364 3,739 27,380

団体 32,306 40,181 40,971 40,150 31,299 184,907

教室 12,745 12,783 11,681 11,329 8,048 56,586

トレーニング室 51,571 58,567 61,603 59,803 55,592 287,136

個人 51,571 58,567 61,603 59,803 55,592 287,136

団体 - - - - - 0

教室 - - - - - 0

プール 88,340 93,753 90,220 79,993 64,323 416,629

個人 54,644 57,340 55,275 49,257 40,217 256,733

団体 25,165 26,598 23,993 20,945 17,052 113,753

教室 8,531 9,815 10,952 9,791 7,054 46,143

その他 30,074 38,554 42,387 41,451 32,371 184,837

個人 6,833 7,472 8,767 7,401 5,557 36,030

団体 6,966 9,991 10,828 11,436 6,995 46,216

教室 16,275 21,091 22,792 22,614 19,819 102,591

合計 362,881 407,489 418,802 395,234 340,442 1,924,848

個人 134,676 146,009 147,727 138,079 117,324 683,815

団体 190,654 217,791 225,650 213,421 188,197 1,035,713

教室 37,551 43,689 45,425 43,734 34,921 205,320

区分

泉
市
民
体
育
館
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■柴崎市民体育館の利用者数 

 

 

  

（単位：人）

H27 H28 H29 H30 H31 合計

第１体育室 83,529 82,570 71,260 75,450 72,339 385,148

個人 11,630 11,494 12,003 11,641 11,216 57,984

団体 67,639 67,138 54,962 59,193 57,498 306,430

教室 4,260 3,938 4,295 4,616 3,625 20,734

第２体育室 24,611 25,345 17,761 22,679 22,753 113,149

個人 5,428 5,605 5,109 4,662 4,328 25,132

団体 19,183 19,740 12,652 18,017 18,425 88,017

教室 - - - - - 0

トレーニング室 42,133 43,830 48,880 49,899 45,710 230,452

個人 42,133 43,830 48,880 49,899 45,710 230,452

団体 - - - - - 0

教室 - - - - - 0

プール 85,430 94,676 94,179 100,612 94,508 469,405

個人 49,575 51,842 44,568 50,476 46,381 242,842

団体 15,728 13,879 12,448 11,587 11,781 65,423

教室 20,127 28,955 37,163 38,549 36,346 161,140

その他 29,165 33,932 35,831 37,417 34,968 171,313

個人 93 54 62 41 65 315

団体 4,484 2,713 2,536 2,468 1,602 13,803

教室 24,588 31,165 33,233 34,908 33,301 157,195

合計 264,868 280,353 267,911 286,057 270,278 1,369,467

個人 108,859 112,825 110,622 116,719 107,700 556,725

団体 107,034 103,470 82,598 91,265 89,306 473,673

教室 48,975 64,058 74,691 78,073 73,272 339,069

区分

柴
崎
市
民
体
育
館
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（２）屋外体育施設 

 屋外体育施設の利用者数については、近年は大きな増減なく推移していますが、改修工事や台風

被害の復旧工事等の影響により、利用不可となる期間があった施設もあり、合計では微減傾向とな

っています。 

 

【主な改修工事等】 

 平成 27年度：泉町庭球場整備工事 

 平成 28年度：砂川中央地区庭球場コート改修工事、砂川中央地区ゲートボール場改修工事 

 平成 29年度：多摩川緑地野球場復旧工事 

 平成 30年度：立川公園野球場便所等改修工事 

 平成 31年度：見影橋公園野球場便所改修工事 

        多摩川緑地野球場等補修工事 

 

  

（単位：人）

施設名 H27 H28 H29 H30 H31 合計

立川公園陸上競技場 21,289 19,460 4,989 7,329 11,131 64,198

立川公園野球場 19,999 25,109 18,319 12,185 15,940 91,552

見影橋公園野球場
（陸上競技場兼用）

27,275 28,576 28,149 26,502 20,886 131,388

多摩川緑地野球場 42,982 45,477 31,812 40,755 23,889 184,915

立川公園新堤防運動広場 9,634 7,649 8,827 7,071 6,737 39,918

中里野球場 21,220 16,543 15,834 15,508 17,589 86,694

泉町野球場 18,230 16,445 15,903 15,470 13,470 79,518

一番町少年野球場 5,114 5,117 5,401 7,437 7,720 30,789

砂川中央地区北野球場 31,518 29,357 35,045 31,357 33,995 161,272

砂川中央地区東野球場 28,266 26,754 27,552 26,326 28,545 137,443

西砂庭球場 5,203 5,498 4,262 3,860 3,777 22,600

泉町庭球場 15,681 31,561 29,969 30,567 30,736 138,514

砂川中央地区庭球場 16,416 9,183 15,257 15,438 14,120 70,414

錦町庭球場 24,133 21,677 19,266 21,029 21,763 107,868

錦町フットサル場 5,164 4,858 5,409 5,163 6,312 26,906

中里多目的運動広場 11,123 12,243 9,601 11,698 9,261 53,926

砂川中央地区多目的運動広場 13,088 13,036 12,107 11,649 10,836 60,716

砂川中央地区北多目的運動広場 36,562 32,245 32,807 28,984 31,480 162,078

泉町ゲートボール場 6,991 8,150 7,123 6,699 7,226 36,189

砂川中央地区ゲートボール場 5,041 5,041 5,065 4,293 4,757 24,197

砂川中央地区東ゲートボール場 475 228 232 150 92 1,177

合計 365,404 364,207 332,929 329,470 320,262 1,712,272
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（３）練成館 

 近年の利用者数には、目立った増減の傾向は見られていません。種目別では、弓道が最も利用者

数が多く、次いで剣道、合気道という順になっています。 

 

 

 

 

２．管理運営の手法とコスト 

 体育施設の管理運営手法は、市民体育館が指定管理者制度を活用、屋外体育施設及び練成館は市

直営で行っています。 

 

（１）泉市民体育館の運営コストの推移 

 平成 27年度より指定管理者制度を導入。昭和 55年に開設後、平成 23・24年度に、第 68回国民

体育大会（スポーツ祭東京 2013<平成 25 年度>）に向けた大規模改修工事を行っていますが、その

際に改修の対象となっていなかった箇所の建築、設備の劣化が近年進んでおり、修繕料、改修工事

費は増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

（単位：人）

種目 H27 H28 H29 H30 H31 合計

柔道 2,258 1,878 1,551 1,539 1,448 8,674

剣道 5,034 6,250 5,879 7,261 5,936 30,360

弓道 9,297 11,022 11,130 11,586 12,143 55,178

空手道 2,740 2,861 2,864 2,647 2,251 13,363

少林寺拳法 663 454 374 348 263 2,102

相撲 2,824 3,026 3,662 2,985 3,034 15,531

合気道 5,606 5,479 6,050 5,135 3,960 26,230

健康体操 1,637 1,573 1,526 1,465 1,334 7,535

太極拳 746 725 300 250 111 2,132

その他 2,317 3,122 4,003 4,422 4,054 17,918

合計 33,122 36,390 37,339 37,638 34,534 179,023

（単位：円）

区分 費目 H27 H28 H29 H30 H31 合計

支出 指定管理料 127,131,428 126,925,714 126,720,000 126,742,889 130,322,756 637,842,787

修繕料 671,328 0 1,988,280 2,802,600 3,761,640 9,223,848

改修工事費 0 0 0 13,279,200 159,686,507 172,965,707

その他経費 0 3,272,724 0 20,412 90,720 3,383,856

計 127,802,756 130,198,438 128,708,280 142,845,101 293,861,623 823,416,198
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（２）柴崎市民体育館の運営コストの推移 

 平成 22年度より指定管理者制度を導入。平成５年に開設後、大規模改修等は行っておらず、近年

は建築、設備の不具合が頻発しています。修繕料、改修工事費は毎年度高額な水準となっています。 

 

 

 

（３）屋外体育施設の運営コストの推移 

 屋外体育施設は、市直営で行っており、現地管理人業務等を立川市シルバー人材センターに委託

しています。市民体育館と同様、多くの施設で老朽化が進んでおり、修繕料、改修工事費は増加傾

向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）

区分 費目 H27 H28 H29 H30 H31 合計

支出 指定管理料 132,000,000 132,000,000 132,000,000 134,413,864 139,397,361 669,811,225

修繕料 3,939,840 8,908,140 3,769,200 6,404,832 16,385,140 39,407,152

改修工事費 17,280,000 0 79,200,000 11,433,600 21,505,000 129,418,600

その他経費 0 54,324 16,710,010 433,512 475,920 17,673,766

計 153,219,840 140,962,464 231,679,210 152,685,808 177,763,421 856,310,743

（単位：円）

区分 費目 H27 H28 H29 H30 H31 合計

収入 使用料 12,390,850 16,542,250 15,549,650 14,981,950 16,103,350 75,568,050

支出 管理委託料 35,476,648 36,941,271 38,070,806 39,184,596 40,720,439 190,393,760

その他委託料 18,190,736 20,259,856 19,518,495 21,283,031 21,217,451 100,469,569

光熱水費 12,596,662 10,269,432 10,172,255 9,695,289 9,652,354 52,385,992

修繕料 4,104,813 3,586,625 5,438,736 7,182,885 7,580,591 27,893,650

改修工事費 36,126,172 58,518,843 61,734,861 125,331,680 27,706,000 309,417,556

その他経費 12,429,464 11,671,101 11,656,194 11,830,142 13,135,141 60,722,042

計 118,924,495 141,247,128 146,591,347 214,507,623 120,011,976 741,282,569

運営コスト（支出－収入） 106,533,645 124,704,878 131,041,697 199,525,673 103,908,626 665,714,519
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（４）練成館の運営コストの推移 

 練成館の管理運営は、屋外体育施設と同様、市直営で、現地管理人業務を立川市シルバー人材セ

ンターに委託しています。 

 練成館の所在地は、民間からの借地となっており、毎年度地代の支出が必要となっています。 

 

 

  

（単位：円）

区分 費目 H27 H28 H29 H30 H31 合計

収入 使用料 2,202,625 2,304,325 2,274,550 2,234,075 1,871,525 10,887,100

支出 管理委託料 4,292,204 4,494,680 4,586,943 4,683,604 4,882,473 22,939,904

その他委託料 562,288 551,845 530,726 631,318 460,072 2,736,249

光熱水費 1,792,931 1,721,525 1,776,243 1,808,534 1,787,538 8,886,771

修繕料 1,120,050 513,972 529,168 577,692 1,239,672 3,980,554

改修工事費 0 0 0 0 0 0

地代 5,098,908 5,098,908 5,098,908 5,274,336 5,274,336 25,845,396

その他経費 389,786 371,979 352,745 347,456 687,854 2,149,820

計 13,256,167 12,752,909 12,874,733 13,322,940 14,331,945 66,538,694

運営コスト（支出－収入） 11,053,542 10,448,584 10,600,183 11,088,865 12,460,420 55,651,594



13 

 

Ⅳ．本市の体育施設の主な課題について 

 

本市の体育施設の管理運営では、施設の老朽化をはじめとする様々な課題や検討すべき事項があ

ります。 

 

〇施設の老朽化対応 

・老朽化が進行している施設が多く、突発的な不具合等の発生により利用に支障が生じています。 

・故障や損傷などが発生した後に、修繕や改修工事で対応しています。 

 

〇「する」「みる」「ささえる」スポーツ施設への転換 

・「する」スポーツを前提に整備された施設が多く、「みる」「ささえる」視点での施設整備は十 

 分ではありません。 

 

〇ルール改定等への対応 

・従前から誰もが気軽に体育施設を利用できるようにとの観点から、スポーツ施設の整備にあた 

って競技ルールへの適合はあまり重視されていませんでした。 

・夏季の熱中症対策や環境への負荷を軽減する「環境への配慮」が課題となっています。 

 

〇全市域での施設の適正配置 

・人口あたりの体育施設設置数は、近隣類似市と比べ比較的多い状況ですが、今後の人口減少や 

将来的なニーズの変化を見据えた配置のあり方などが課題となっています。 

 

〇使用料の適正化と管理運営のさらなる効率性の向上 

・施設を適切に維持管理していくために、毎年多額のコストがかかっています。 

・近年の各施設の老朽化の進行により、改修工事費を含むコストは増大しており、市財政を圧迫 

し施設の維持が困難になっています。 

 

〇その他検討すべき事項等 

・今後の財政収支の把握はもとより、ネーミングライツや企業広告の導入など税外収入の確保、 

市の公共施設の保守管理等の業務を包括的に委託する包括管理委託手法の導入の検討、近隣市 

との施設の相互利用、多様化する市民ニーズに対応するための民間施設や関係機関とのさらな 

る連携の推進など、共通認識を持って検討すべき事項があります。 
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Ⅴ．これまでの検討経過と今後のスケジュール（案）について 

 

１． これまでの検討経過 

  平成 30年度 市政アドバイザーからの意見聴取・検討（大学教授<行政学・都市行政論>） 

     <要旨> ・社会経済状況や今後の人口動向等を踏まえると、基本的には総量増となる 

施設新設や拡大を行うべきではない。 

         ・現在のニーズや利用状況だけでなく、将来の利用見込みを考慮し、今後の 

施設整備のあり方を検討する必要がある。 

  平成 31年度 市政アドバイザーからの意見聴取・検討（大学教授<スポーツマネジメント>） 

     <要旨> ・スポーツ実施率の向上を目指すためには、特定の種目の専用グランドを整 

備するのは効率的ではない。さまざまな使い方ができる広場の方が有効活 

用できる。 

         ・今後、人口は減少していく中で、施設を維持していくことの必要性が説明 

できるか、それが問われる時代になっていく。 

   令和２年度  庁内検討 

・11月 24日(月) 関係部署による検討会議 

議題：立川公園陸上競技場整備について 

         ・12月 28日(月) 体育施設のあり方検討会議 

           議題：屋内・屋外体育施設の老朽化等に伴う課題と対応について 

         ・令和３年２月 12日(金) 体育施設のあり方検討会議 

           議題：屋内・屋外体育施設の老朽化等に伴う課題と対応について 

 

２．今後のスケジュール（案） 

   令和３年度 

・庁内検討 

・市政アドバイザーを活用した施設劣化状況等の検証（柴崎市民体育館） 

・ワークショップ等市民参加手法を用いた市民意見の把握・反映、団体意見交換 

・「立川市体育施設のあり方（仮称）素案」の作成 

・パブリックコメントの実施 

・「立川市体育施設のあり方（仮称）」策定 

 

  


